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<２学期が無事終了しました ～新しい年を見据えて～>

師走とは言うものの、本校の生徒たちにとっては、この１２月はたいへん多忙な

日々であったことと思います。特に２年生は、最大行事である修学旅行を無事終え

たばかりですが、一息つく間もなく先週末には歌声コンクールが開催され、大きな

行事が２つ続きました。１年生にとっては、高校入試という試練を乗り越える大き

な体験をした一年でしたが、高校生活のすべてが初めての経験で、戸惑うことも多

かったと思います。なかなか思うようにいかずに辛い思いをしたこともあったと思

いますが、日々の授業や学校行事を通して、クラスの団結や友情も大いに深められ

たのではないでしょうか。このような経験を糧に、いっそう高校生活に目的意識を

もって取り組んでくれることを期待しています。

３年生の皆さんは、１１月末に行われた志望校検討会を受けて、各クラスで三者

懇談が行われました。具体的に受験校を絞り、各自の受験スケジュールを考えなが

ら、いよいよ受験が近づいてきていることを実感している生徒も多いのではないで

しょうか。なかには焦りを感じている人もいるかもしれませんが、これから受験ま

での数ヶ月間が高校３年間で最も伸びる時期でもあります。本番までの学習計画を

しっかりとイメージし、一日一日の積み重ねを大切にがんばってほしいと思います。

早いもので、平成２９年もまもなく過ぎ去ろうとしています。今年度も残すとこ

ろ３学期のみとなりましたが、１・２年生はそれぞれ次の学年を見据えて、今すべ

きことを着実に実行して、基礎力を身につけるとともに人間的にも成長してほしい

と思います。３年生は高校生活の締めくくりとなります。最後の最後まで諦めずに、

強い気持ちで頑張り抜き、各自の進路目標を実現してください。

今後の主な進路関係行事

【１月の予定】

１(月) 元日

４(木) 仕事始め

５(金) センタープレ演習③

６(土) センタープレ演習③

８(月) 成人の日

９(火) 始業式 大掃除

12(金) センター試験激励会③
進路講演会②

13(土) センター試験③
進研模試①②

14(日) センター試験③
進研模試②

15(月) センター自己採点③
センター本番演習②

19(金) 三者懇談期間
［～ 25(金)］

20(土) 土曜課外①②
土曜講座①
登校学習会②

26(金) 小論文ガイダンス②
スキー教室①

27(土) 駿台模試②

※○数字は学年を示します

<平成３０年度大学入試センター試験確定志願者数発表～最終志願者は５８万２千人余りに～>
１２月８日に大学入試センターから平成３０年度センター試験の確定志願者数が発表されました。確定志願者

数は、全国では５８２，６６９人（対前年度６，７０２人増、内現役生４７３，５６８人；８１．３％）と３年

連続の増加となり、この１０年間で最多となりました。山梨県内の高校卒業予定者および既卒者は４，６６６人

（うち現役生は４，０４７人）という出願状況でした。県内の高校３年生だけでも４千人以上が、本番の試験に

向けて最後の追い込みに入っています。センター試験まで残すところ半月余りになりましたが、３年生の皆さん

には、焦らず、強い気持ちで最後までがんばってほしいと思います。３年生は１２月に入り、３回のセンタープ

レ演習を行いました。マークシート方式であれ、記述式であれ、確かな学力を養成することが重要なことに違い

はありませんが、センター試験にはこの試験特有の注

意事項があります。なかでも、時間配分をどうするか、

また、紛らわしい選択肢の見極めや、出題者の罠には

まらないようにするための判断力の養成といったとこ

ろは、演習を積み重ねることが何よりの対策になろう

かと思います。また、センター試験では問題文の中に

ヒントが隠されていることが数多くありますから、問

題文をしっかり読み、ポイントを押さえながら解答し

ていくことも必要なことです。センタープレ演習は、

年明けの１回を残すだけとなりましたが、有効に活用

して得点力アップに努めてください。今年度のセンタ

ー試験の試験会場は昨年の３会場から２会場(山梨大

学、山梨県立大学看護学部)となりました。受験勉強

の合間の気分転換も兼ねて、一度下見をしておくのも

いいかと思います。３年生の２７２名がセンター試験

を受験します。これから合格を勝ち取ろうとする生徒

にとって、センター試験の結果が受験校決定にも大き

く関わります。当然のことながら緊張して臨むことに

なるわけですが、その中でも、生徒一人一人が持てる

力のすべてを出し切ってくれることを願っています。

努力は決して裏切りません。頑張ってください。



明日から冬休みに入りますが、３年生はセンター試験の追い込みで必死だろうと思います。試験本番に

向けて、最後の１日まで無駄にすることなくがんばってください。試験本番で自分の力を十分に発揮する

ためには、「心構え」をしっかり持つことも大切です。スポーツの世界ではイメージトレーニングが重要視

されていますが、集中力や平常心をもって臨めるように気持ちも上手にコントロールしてください。

<１・２年生の皆さんへ ～次の学年への足場をしっかりと築いておこう～>
○センター試験の日には進研模試があります

冬休み中も実力向上を目指し、課題等にしっかり取り組んでほしいと思います。その成果を確認す

るという意味でも、しっかりと準備をして臨んでください。なお、受験後は見直しや解き直しをして、

今後の学習に生かしてください。特に２年生の皆さんは、センター試験は１年後です。２年生の３学

期は「３年の０学期」とも言われますが、受験への意識を高めてほしいと思います。

○春季講座の予備調査を行います

３月３日～４日の２日間の予定で古文の春季特別講座を実施します。昨年と同様に、２日間の集中

講義という形態で行いますが、この機会を積極的に活用し、学力向上への足がかりにして欲しいと思

います。講師には、昨年もご講義いただきました鳥光宏先生(駿台予備学校)をお招きする予定です。

１月中旬に予備調査を実施しますが、多くの生徒の積極的な参加を期待しています。

景気が上向いてきたとはいうものの、短期決戦となった就職戦線の中で、多くの大学生が就職活動

に力を入れています。企業側からは、大学生が「厳しい状況の中で意欲的に就職活動を行っている」

と評価する一方で、「内定を得たいと焦るあまりに目的意識を見失っている」との意見も多く聞かれ

るようになりました。では、企業側は具体的にはどのような人材を求めているのでしょうか。日本経

済団体連合会（経団連）は、毎年「新卒採用に関するアンケート調査」を実施しており、会員企業が

新卒採用の際にどのような点を重視したかを集計結果として公表しています。それによると、２０１

６年４月の採用では「コミュニケーション能力」を挙げている企業が８７ .０%にのぼっており、以下、
「主体性」、「チャレンジ精神」、「協調性」と続いています。つまり、企業が求めているのは「企業・

社会の一員として周囲とのコミュニケーションをとることができ、自分のすべきことを主体的に考え

行動することができるチャレンジ精神に富んだ人材」であることがうかがえます。
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～がんばれ３年生!! 本番に向けて、気持ちの準備もしておこう～

<社会･企業に求められる人材とは？ ～８割以上の企業がコミュニケーション能力を重視～>

◇◆◇ 冬休み中の自習室の利用に関する注意 ◇◆◇

１２月２６日～２８日および１月４日～８日の８：４０～１６：００の時間

帯は自習室を利用して学習を行うことができます。公共の場ですので、使用す

る人が気持ちよく利用できるように、ぜひマナーを守ってほしいと思います。

特に以下の点について、気をつけてください；

☆席を確保するために、荷物を置きっぱなしにしないこと

☆鍵の管理とヒーター、電灯のスイッチに注意すること

☆私語は厳に慎むこと

また、インフルエンザ等の感染症の流行を防ぐため、

◇入室の際には、手指のアルコール消毒をすること

◇室内ではできるだけマスクを着用して学習すること

などにも協力してください。特に、３年生は入試が間近に迫っていますので、

体調管理には十分注意してほしいと思います。本校でも既にインフルエンザの

感染者が数名出ていますので、感染防止の観点からも無理をして登校すること

のないようにしてください。

～生活リズムを整えておこう～

○センター試験開始は９：３０からです

夜型の人は朝型へ生活習慣を切り替えよう

○普段と違う食べ物や飲み物には注意すること

いつも通りの食事を心がけよう

○気分転換を上手にすることが大切

本番に向けて集中力を高めていこう

○健康管理には十分注意をしよう

うがいや手洗いを励行し、インフルエンザ

などの予防に努めよう。

～センター試験対策で大切なこと～
○選択肢の解答は根拠を常に考える

特に英語や国語は、本文中に根拠を求める癖を

つけよう。

○問題文のなかに解決の糸口を探そう

わからない問題があっても、問題文のなかに

ヒントが隠されている。特に、数学などは解答

の過程が書かれている

○時間配分を上手に行う

センター試験は「時間との戦い」です。

時間制限のなかでテスト形式の演習を積んでおこう。


